






P/Lサマリー
（単位：百万円）

携帯電話

クラブヒット

デジタルクラブ

受付コミッション

売上高

ヒ ッ ト メ ー ル

ス ト ッ クコミッション

携帯電話

クラブヒット

デジタルクラブ

ヒットメ ー ル

ロイヤリティー収入

売上原価

営業外収益

営業外費用

特別損益

法人税等

売上総利益

営業利益

経常利益

税引前利益

当期純利益

191,314 99,563 91,750

60,700 39,502 21,198

130,613 60,060 70,552

114,076 47,387 66,689

143,598 59,898 83,700

-12,985 162 -13,148

26,091 6,248 19,842

5,693 859 4,833

7,412 5,551 1,860

779 -7 787

8,192 5,544 2,648

3,866 2,510 1,355

4,326 3,033 1,292

内容

有価証券売却益239億円

有価証券評価損28億円、 支払利息10.4億円

固定資産除却損5億円

83,011
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407
7,167

46,314 36,696

1,020
74
227
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0
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999
74
227

7,061 4,024 3,037

90,796 47,324

8,555 5,595 2,960

77,565 46,644 30,921

43,472

2
148
2,178

117,448

121,918

265
－
－

9,278

12,085

259,277

125,273

98,580

160,696

119,727

155,188

5,508

17,477

2,299

20,686

-223

20,463

10,580

9,882

当中間期
前年
中間期

対前年
中間期増減

前期

代理店手数料

販売管理費

1
2
3
4

5
6
7
8
9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

そ の 他
14,395 －－ 14,395

25

携帯商品売上724億円

携帯保有392万台、 Hitmail 保有5万4千件

対前年中間期92.2％ 増

設立初の 営業赤字

対前中間期 33.5％ 増

対前中間期42.6％

内携帯販売１ ,０ ６ ８ 億円
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B/S（ 資産の 部） サマリー

　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 内容　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　

（ 単位：百万円）

流動資産

有形固定資産

敷金保証金

無形固定資産

投資有価証券関連

そ の 他固定資産

固定資産

資産

7,542

53,636

30,694

514

3,420

946

71

96,826

4,918

4,032

　 618

89,974

11,274

110,818

10,093

11,386

24,194

5,015

－

1,716

1,732

54,138

31,124

7,326

8,462

421

12,527

2,387

207,644

17,635

65,022

54,889

5,529

3,420

2,663

1,803

150,964

12,244

12,494

　 1,039

102,502

13,662

141,942

85,263292,907

3,194

12,695

49,183

6,638

5,138

3,389

815　

11,296

11,231

516

32,782

3,590

59,417

81,055

140,473

対代理店２９ ５ 億円、 対キャリア２４２億円、 回転期間５２． ３ ６ 日

対代理店３ ０ 億円、 関連会社１ ７ 億円、 子会社６ 億円

回転期間８ ． ０ １ 日

繰延税金資産３ 億円（ 税効果会計適用）

子会社に 対する未収金１１ ３ 億円

現金及び 預金

有価証券

売上債権

短期貸付金

未収金

棚卸資産

そ の 他流動資産

当中間期
前年
中間期

対前年
中間期増減

前期

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39
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国内外投資有価証券８ ０ ３ 億円、 子会社株式１ １ ５ 億円、 出資金１ ０ ６ 億円



B/S（ 負債・資本の 部）サマリー

　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 内容　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　

（ 単位：百万円）

短期借入金

仕入債務

未払金

未払税金

そ の 他流動負債

流動負債

そ の 他固定負債

資本準備金

そ の 他剰余金

利益準備金

資本金

固定負債

負債

長期借入金

社債

資本

6,518

-1,348

1,991

287

3,483

10,932

28,165

102,500

-36

130,629

141,562

28,625

28,786

326

8,343

8,025

4,373

3,613

3,140

1,068

20,220

9,089

22,014

140

31,244

51,464

14,543

3,025

7,403

15,937

388

10,069

5,605

3,427

4,552

31,153

37,255

124,514

104

161,873

193,027

36,028

44,723

715

18,413

66,08233,79899,880

19,134

6,412

6,903

7,739

2,660

42,849

10,992

45,514

140

56,647

99,496

7,695

16,269

418

16,593

40,976

回転期間９ ． １ ０ 日

２月末発行済株式数：３０ ,９ ８２,８ ９ ７ 株

当中間期
前年
中間期

対前年
中間期増減

前期

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55
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銀行１ ４ 行、 生命保険会社１ 社

普通社債８ ５ ５ 億円、 ワラント 債１ １ ０ 億円、 CBO280億円

１ ９ ９ ９ 年９ 月　 第三者割当増資



予測 実績 期首予測 前回予測 今回予測 期首予測 前回予測 今回予測
売上高 1,560 1,913 1,810 1,900 1,387 3,370 3,800 3,300
営業利益 60 △ 129 210 210 13 270 80 △ 116
営業外収益 - 260 - - - - - -
経常利益 60 74 210 195 206 270 270 280
当期利益 30 43 105 95 92 135 135 135

上期 下期 通期

売上高・営業利益・経常利益・当期利益

（単位：億円）

第13期中間期決算及び
期末決算予測

・下期の 売上高、営業利益を下方修正

移動体通信市場の 成熟化に 対応し、販売方針の 転換

HIT’S ONE事業の 獲得コ ス ト４０億円を見込む 。

・純利益は 、１３５億円を予定

下期に 有価証券売却により営業外収益２００億円を計上予定。

この 資料は 、弊社独自の 仮定に 基づ い て お り 、環境等の 変化に より大きく見通しが 変動致します 。将来の 売上や 業績等を保証す る も の で は あ り ませ ん。また 、弊社に 許可無く転載す る ことや 、書籍等へ
転載す る こと等は 禁止致します 。

5



予測 実績 前回予測 今回予測 期首予測 前回予測 今回予測
携帯電話（台） - 1,716,000 1,859,000 1,200,000 4,000,000 3,575,000 2,916,000
ヒットメール（件） - 39,300 67,700 67,700 83,000 107,000 107,000
デジ タ ルク ラブ（件） - 187,000 500,000 200,000 500,000 687,000 387,000
ク ラブヒット（件） - 168,000 331,600 180,000 500,000 500,000 348,000

上期 下期 通期

予測 実績 期首予測 前回予測 今回予測
携帯電話（台） - 3,910,000 5,000,000 5,000,000 4,350,000
ヒットメール（件） - 54,000 100,000 113,000 113,000
デジ タルク ラブ（件） - 242,900 510,000 700,000 414,000
ク ラブヒット（件） - 207,000 500,000 500,000 330,000

上期 通期

99.5 99.8 99.11 00.2
携帯電話 3.0% 3.4% 3.7% 4.0%
ヒットメール 2.5% 1.9% 1.8% 1.6%
デジ タルク ラブ 1.2% 0.7% 0.9% 1.3%
ク ラブヒット - 3.4% 2.3% 2.1%

販売台数及び 保有台数

販売台数に つ い て

保有台数に つ い て

【解約率】

【販売台数】

【保有台数】

第13期中間期決算及び
期末決算予測

・携帯電話の 新規獲得台数を毎月20万台とす る 。

・チ ューナーの 在庫不足の た め 、デジ タ ルク ラブの 販売を
　下方修正。

・ヒットメールの 販売台数を毎月10,000件で維持。

・3ヶ月ご との 解約率を情報開示

・デジ タ ルク ラブ、ク ラブヒットの 販売数の 減少に より 、
　保有数の 減少。

・解約率は NCCの 平均と比べ ０．７ポイ ント程度高い 。

この 資料は 、弊社独自の 仮定に 基づ い て お り 、環境等の 変化に より大きく見通しが 変動致します 。将来の 売上や 業績等を保証す る も の で は あ り ませ ん。また 、弊社に 許可無く複製す る ことや 、書籍等へ
転載す る こと等は 禁止致します 。
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※単体移動体合計
※事業部数値

※単月解約率　当月解約数／前月保有



-

-

小計

-
合計

3,000

3,000

3,000

従来目標修正目標

2,283

900

1,540

2000.4.3現在店舗種別

HIT　SHOP

1,993

1,445

190

358

別ブランドシ ョップ

系列シ ョップ

0

350

1,250
子会社運営シ ョップ 290 290

携帯販売台数 割合
上位5社計 696千台 40.6%
10社計 938千台 54.7%
20社計 1,238千台 72.1%

販売
代理店

店舗数及び 販売代理店

店舗数に つ い て

販売代理店に つ い て

【店舗数】 （単位：店）

【携帯販売台数に お け る 上位代理店占有率】

第13期中間期決算及び
期末決算予測

※2月末現在
※販売台数は 上期合計

※別ブランドシ ョップ→店名が ヒットシ ョップで は な い 店舗
　系列シ ョップ→代理店の 独自に 運営を行い 、当社商品を供給して い る 店舗
子会社運営シ ョップ→子会社が 運営を行って い る 店舗

・全店黒字化を目指して 、不採算店舗を閉鎖中。
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この 資料は 、弊社独自の 仮定に 基づ い て お り 、環境等の 変化に より大きく見通しが 変動致します 。将来の 売上や 業績等を保証す る も の で は あ り ませ ん。また 、弊社に 許可無く複製す る ことや 、書籍等へ
転載す る こと等は 禁止致します 。



連結対象予定子会社

会社名 決算月
コ ール・トゥ・ウ ェブ 2月
光通信ＩＥ 2月
ジ ェ イ サ イ ド・ドット・コ ム 5月
光通信テク ノロジ ー 3月
光通信キ ャピタル 6月
ビジ ネス パートナー 8月 経理・総務アウ トソ ーシ ング
パーフェク トフィッシ ング 8月 ＣＳ放送 コ ンテンツ制作
イ ンフォ サ ービス 8月 情報通信サ ービス

情報シ ス テム開発
ベンチ ャーキ ャピタル

業態
アウ トバウ ンド・テレマーケ ティング
情報通信機器販売
コ ミュニティサ イ トの 運営

【主な連結対象予定子会社】

・2000年8月期か らの 連結決算に 向け て 、
　シ ス テムを整備中。

8

この 資料は 、弊社独自の 仮定に 基づ い て お り 、環境等の 変化に より大きく見通しが 変動致します 。将来の 売上や 業績等を保証す る も の で は あ り ませ ん。また 、弊社に 許可無く複製す る ことや 、書籍等へ
転載す る こと等は 禁止致します 。



経営方針等
～資金調達～
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00.4.24現在
借入残高 331
2000.8月期返済額 38
2001.8月期返済額 102

金額（億円） 返済期日
普通社債 1 7 2001.06.15

2 25 2001.09.10
3 100 2002.01.28
4 20 2002.07.08
5 3 2003.06.17
6 100 2003.06.18
7 400 2003.12.24
8 100 2004.11.24
9 100 2006.11.24

小計 855
ワラント債 1 5 2001.07.02

2 10 2001.07.23
3 25 2002.04.16
4 70 2002.12.24

小計 110
ＣＢＯ 1 50 2002.02.13

2 30 2002.05.10
3 80 2002.06.13
4 50 2002.10.18
5 40 2003.02.24
6 50 2003.03.17
7 30 2003.04.21

小計 330
合計 1,295

5月24日予定 752億円

4月24日現在 457億円

資金調達

借入金に つ い て

（単位：億円）

社債に つ い て

手元流動性に つ い て

経営方針等・資金調達

【現金】

4月21日現在 1,589億円

【上場有価証券時価】
【長期借入金】

00.4.24現在
借入残高 305

銀行か ら 55
（有）光パワーか ら 250

【短期借入金】 （単位：億円）

・主要取引銀行とは 、財務状態に つ い て十分な情報交換を

　して お り 、良好な関係を継続して い ます 。

この 資料は 、弊社独自の 仮定に 基づ い て お り 、環境等の 変化に より大きく見通しが 変動致します 。将来の 売上や 業績等を保証す る も の で は あ り ませ ん。また 、弊社に 許可無く複製す る ことや 、書籍等へ
転載す る こと等は 禁止致します 。 10



経営方針等
～ビジ ネス モデル～
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主要サ ービス の 成長ス テージ 経営方針等・ビジ ネス モデル

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

00/8 01/8 02/8 03/8 04/8

0

50

100

150

200

250

300

350

Hitmail保有数 Hitmailス トック コ ミッシ ョン

■ 　携帯電話は 安定成長期入り

■ 　Hitmailは 急成長ス テージ へ

（人）

（件）

（億円）

（億円）

ビジ ネス ス テージ の 変化

◇ 　携帯電話ビジ ネス は 安定成長期を迎え つ つ あ る と認識

◇ 　ＮＴＴの 一人勝ち及び Ｉモードの 躍進に よる ＮＣＣの 低下

◇ 　成長ス テージ の 変化に 合わ せ 、「量」か ら「質」へ 方針転換

◇ 　シ ョップの 全店舗黒字化を目指す

◇ 　販売サ ービス の 品質向上を目指す

◇ 　安定販売を目指す

◇ 　モバイ ルイ ンタ ーネットへ の ２次利用が 今後の 課題

急成長ス テージ を迎え た Hitmail

◇ 　市場の 成長ポテンシ ャルは 大きい

◇ 　ライ バル商品との 差別化が 成功の 鍵

◇ 　戦略の 重点を品質向上に 移す

◇ 　顧客数を安定的に 伸ば す

◇ 　顕在化して い る コ ミッシ ョンの 他、B2Bの プラットフォ ームとし

　　て 、HIT’S ONEで２次利用す る ことに よる 潜在的コ ミッシ ョンが

　　大きい と予想され る

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

4,000,000

4,500,000

5,000,000

5,500,000

00/8 01/8 02/8 03/8 04/8

0
20
40
60
80
100
120
140
160
180
200

携帯電話保有数 携帯電話ス トック コ ミッシ ョン

前提条件：① 販売台数２０万台／月、② 解約率３．５％、③ ス トック コ ミッシ ョン単価２８５円（２０００年８月期）か ら毎年５円低下

前提条件：① 販売台数１２千件／月、② 解約率1.6％、③ ス トック コ ミッシ ョン単価５，５００円、④ 販売手数料１２万円
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この 資料は 、弊社独自の 仮定に 基づ い て お り 、環境等の 変化に より大きく見通しが 変動致します 。将来の 売上や 業績等を保証す る も の で は あ り ませ ん。また 、弊社に 許可無く複製す る ことや 、書籍等へ
転載す る こと等は 禁止致します 。



投資事業

第１ス テージ 　～投資事業の 確立期～

第２ス テージ 　～投資事業の 発展期～

・　投資ノウ ハウ の 修得

・　光通信キ ャピタ ルの 設立

・　投資事業の 確立（イ ンフラ・人員）

・　投資実績の 確立（投資件数・金額・回収）

・　企業家ネットワーク の 構築

・　第１ス テージ で確立したネットワーク の 活用

・　イ ンキ ュベーシ ョンイ ンフラの 活用

・　イ ンキ ュベータ ーとして の 役割強化

・　Ｂ２Ｂモバイ ルイ ンタ ーネットへ の 投資強化

・　キ ャッシ ュフローの 増大

・　投資リタ ーンの 追求

・　キ ャッシ ュフロー（キ ャピタ ルゲ イ ンを含む ）

　　の 範囲内で の 再投資

経営方針等・ビジ ネス モデル

合弁会社 事業内容
(株）グ ッドウ ィル コ ミュケ ーシ ョン 会社業務の
タ ンブルウ ィード コ ミュニケ ーシ ョンズ （株）電子メールの セ キ ュリティー技術
（株）デジ タ ルク ラブ ス カ イ パーフェ ク ＴＶ!の 会員制視聴サ ービス
イ ーキ ャリア（株） ネット就職情報
ウ ィズ  オ フィス 日本（株） ネット上の オ フィス 用品販売
(株）eコ ンビニエ ンス ネット上の コ ンビニエ ンス ス トア
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この 資料は 、弊社独自の 仮定に 基づ い て お り 、環境等の 変化に より大きく見通しが 変動致します 。将来の 売上や 業績等を保証す る も の で は あ り ませ ん。また 、弊社に 許可無く複製す る ことや 、書籍等へ
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322 社 147 億円 0.5 億円

184 社 845 億円 4.6 億円

121 社 295 億円 2.4 億円

44 社 390 億円 8.9 億円

15 社 147 億円 9.8 億円

4 社 13 億円 3.3 億円

506 社 992 億円 2 億円

平均投資額投資金額分野 会社数

合計

販売会社

情報通信・そ の 他

国内

アメリカ

アジ ア

欧州

投資状況

（2000.2月末現在）

99年 2月

99年 6月

99年 7月

99年 7月

99年 8月

99年 8月

99年 10月

99年 12月

99年 12月

00年 3月

00年 3月

00年 3月

00年 3月

00年 3月

00年 3月

00年 3月

00年 3月

00年 4月

店頭

店頭

そ の 他

東証Ｍ

東証Ｍ 情報通信

そ の 他

情報通信

情報通信

ASKJEEVESが 当社5億円投資先DirectHitを買収した 結果、ASKJEEVES株を取得致しました 。ＮＡＳＤ

店頭 そ の 他

情報通信

ＮＡＳＤ 情報通信

そ の 他

96.2億円

含み益（売却益含む ）

1490億円

店頭

シ ーマブライ ダ ル

オ ン・ザ ・エ ッヂ 情報通信

ク レイ フィッシ ュ

ス ノーヴァ

サ イ バーエ ージ ェント

東京個別指導学院

リキ ッドオ ーディオ ジ ャパン

Paragon software

Register.com   

eMachine

16.7倍

ジ ャック

Phone com

企業名 公開 市場 分野 備考

18社

ASK JEEVES

グ ッドウ ィルグ ループ

Tumbleweed Communication

イ ンターQ

エ ムティーアイ

FogDog sports

ＮＡＳＤ

店頭

店頭

ＮＡＳＤ

東証Ｍ

東証Ｍ

そ の 他

情報通信

-

ＮＡＳＤ 情報通信

-

ＮＡＳＤ

東証Ｍ

情報通信

販売会社

情報通信

情報通信

Phone.comが 投資先Ｐaragon　softwareを買収した 結果、Phone.comの 持ち株が 増加致しました 。

IPＯ企業合計 投資額 リターン

（2000.4.21現在）

投資状況に つ い て

投資実績に つ い て

経営方針等・ビジ ネス モデル
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経営方針等
～経営管理～
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経営方針等・経営管理代理店政策

■ 　採算重視

■ 　不正撲滅

■ 　与信管理

未通話回線問題は 経営の 重要課題と考え て お り 、撲滅を目指し、対策を講じて い る 。

具体的に は 代理店の 指導・管理の 強化、プロジ ェ ク トチ ーム発足、人事評定へ の 反映な ど の 対
策を既に始め た 。詳細は 、添付資料をご参照下さい 。
※　添付資料３ページ の 表題『不正に 受注に 対す る 今後の 可能性』は 『不正受注に 関す る 今後の 方針』に 訂正致します 。

店舗政策で あ る 「量」か ら「質」へ の 方針転換に合わ せ 、代理店へ の 与信管理を強化す る 。

従来より重点課題として取り組んで きた管理項目で あ る が 、一層管理の 徹底を図る 。

ランク 　A：最優良店

ランク 　Ｂ：優良店

ランク 　Ｃ：採算ライ ン到達店

ランク 　Ｄ：経営改善を要す る 店

ランク 　Ｅ：統廃合検討店

※　店舗数は 平成１２年３月３１日現在。また 、地域別の ランク は ロイ ヤリティ、人件
費な ど が 異な る た め 、採算ライ ンが 違う。

全店舗黒字に向け て 、代理店と連携し、採算ライ ンに 到達しな い ランク Ｄ、Eの 店舗を閉店。

地域 北海道 東北 関東 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄 計計計計

ランク

AAAA 5 4 62 22 4 32 7 13 10 5 164164164164

BBBB 30 8 83 29 10 120 20 10 33 4 347347347347

CCCC 28 41 85 20 21 83 35 24 44 5 386386386386

DDDD 18 42 108 7 30 57 60 26 59 6 413413413413

EEEE 7 93 95 24 22 4 33 11 2 0 291291291291

計計計計 88888888 188188188188 433433433433 102102102102 87878787 296296296296 155155155155 84848484 148148148148 20202020 1,6011,6011,6011,601
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社内管理体制 経営方針等・経営管理

情報通信事業部 経営管理本部

営
業
部

営
業
部

営
業
部

営
業
部
門

管
理
部
門

営
業
部
門

営
業
部
門

管
理
部
門

管
理
部
門

財
務
部

広
報
部

法
務
部

情報通信事業部 経営管理本部

営
業
部

営
業
部

営
業
部

営
業
部
門

営
業
部
門

営
業
部
門

財
務
部

広
報
部

法
務
部

営
業
統
括
管
理
部

業
務
監
査
部
門

投
融
資
監
査
部
門

広
報
審
査
部
門

法
務
審
査
部
門

牽制機能、チ ェ ック 体制の 強化

５月１日付け で 、事業部門内に 設置され て い た 、１７の 業務管理部門
を１つ に 集約、営業統括管理部として経営管理本部に 移管す る 。

管理部門の レポートライ ンを、事業部門管掌役員か ら、経営管理本
部長に 変更し、事業部門へ の 牽制機能の 強化を図る 。

３月２９日付け で 、経営管理本部内に 業務監査部門、投融資監査部
門、広報審査部門を設置した 。（業務監査部門は 、５月１日より 、営業
統括管理部内に 移管す る 。

これ に より 、権限委譲と迅速な意思決定を最優先して構成され て い た
組織に 、判断の 合理性をチ ェック す る 機能を付加した 。

【牽制機能の 強化】

【チ ェ ック 体制の 強化】
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IR・ PR体制

4月　 　 5月　 　 6月　 　 7月　 　 8月　 　 9月　 　 10月　 　 11月　 　 12月　 　 1月　 　 2月　 　 3月

販売・ 保有
実績等
説明会

販売・ 保有
実績等

随時開示

戦略変更時

中間決算発表

第三四半期開示

決算発表

第一四半期開示

毎月ネ ッ ト 上も しくは会見に て 開示

戦略変更を行う毎に 随時開示

開示項目一覧

月次 ４ 月 １ ０ 月 随時

中間決算 × ○ × 見通し 変更時
本決算 × × ○ 見通し 変更時
下期予想 × ○ － 見通し 変更時
通期予想 × ○ ○ 見通し 変更時

販売台数 ○ ○ ○
販売累計 ○ ○ ○
保有台数 ○ ○ ○
解約率 × ○ ○

投資社数 ○ ○ ○
社数累計 ○ ○ ○
投資金額 ○ ○ ○
金額累計 ○ ○ ○
公開社数 ○ ○ ○
含み 益 ○ ○ ○
実現益 ○ ○ ○

代理店数 ○ ○ ○
シ ョ ッ プ 数 ○ ○ ○
重要な契約条件の 変更 × ○ ○ 変更時
販売達成金全体金額 × ○ ○ ○
訴訟案件 × ○ ○ 重要な案件

新サ ー ビ ス サ ー ビ ス 内容 × ○ ○ ス タ ー ト 時

そ の 他 開示データの 見直し ○ ○ ○

リス ク 情報

開示項目

業績関連

投資動向

販売動向

種類に 応じ て 、 公平か つ タイムリーな開示を、説明会、 プ レ ス リリー
ス 、ホームページ、メ ー リングリスト等を活用して 実施する。

左記の他、 随時開示項目の 見直しを行い、環境及び 事業の 変化
に 合わせ、投資家及び ユ ーザーの要望を開示情報に 反映する。

四半期毎の 開示において経営成績部分は、ル ー ル 及び 会計シ ス
テム・組織の 整備状況を見ながら導入するか どう か 検討する。

戦略や計画を変更する際、 随時説明会を開く等、積極的な開示を
行う。

経営方針等・ 経営管理

公平か つ タイムリーな開示

随時開示項目の 見直し

開示スケジュール

この資料は、弊社独自の 仮定に 基づいており、環境等の 変化により大きく見通しが変動致します。将来の売上や 業績等を保証するもの ではありません。また、弊社に 許可無く複製することや、書籍等へ
転載すること等は禁止致します。18



リス ク 情報

金融機関が 代理店に 対し保守的な ス タ ンス をとった 場合、当社が 代理店を支援す る 可能性が あ る 。
解約率が 上昇した場合、解約調整金が 増加し、代理店の 経営を圧迫す る 可能性が あ る 。
代理店が 予想以上に 販売台数を伸ば し、か つ 解約率を低下させ た 場合、そ れ に 対す る 販売手数料を支払う
可能性が あ る 。この 場合下期の 業績予想は 変動す る 可能性が あ る 。
代理店が 当社に 対し、限定的に しか そ の 経営情報を提供しな い 場合が あ る 。この た め 、当社は 完全に 代理店の
経営状態を把握す る ことが 困難で あ り 、突然代理店が 破綻す る 可能性が あ る 。この 場合、当社は 出資金及び
債権に 関し、予期せ ぬ損失を被る 可能性が あ る 。そ の 場合、下期の 業績予想が 変動す る 可能性が あ る 。

CSチ ューナー、アンテナの 商品供給が 追い つ か な い 場合は 、デジ タ ルク ラブの 販売台数に 影響す る 可能性が あ る 。
上記の 各リス ク に 加え 、現在予期せ ぬ環境、ルールの 変化が 起きた場合、当社の 業績が 変動す る 可能性が あ る 。

合併又は 破綻等に より キ ャリアの 社数が 減少した場合、今期の 販売台数、利益に 影響を与え る 可能性が あ る 。
キ ャリアの 取引方針が 、今期の 販売台数、利益に 影響を与え る 可能性が あ る 。
当社が 取り扱わ な い キ ャリアの シ ェ アが 増加した場合、販売台数が 予想を下回る 加能性が あ る 。
NCC端末の 解約率が 上昇した場合、保有台数が 予測を下回る 可能性が あ る 。
ヒットシ ョップに つ い て は 、全店黒字化を目指して不採算店舗を閉鎖す る の で 、販売台数に 影響す る 可能性が あ る 。

当社は ベンチ ャー企業へ の 投資を積極的に 行って い る が 、市場環境及び 公開ルール次第で公開を実現す る
企業数が 予想を下回り 、含み益の 減少、又は 含み損の 発生す る 可能性が あ る 。
販売網の 充実の た め に 、代理店に 対して出資、社債の 引受等を行って い る が 、代理店の 破綻等が 今後起きた場合に は 、
特別損失等、予期せ ぬ損失が 発生す る 可能性が あ る 。

■ 　携帯電話ビジ ネス 関連

■ 　代理店関連

■ 　投資関連

■ 　そ の 他

経営方針等・経営管理
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将来ビジ ョン
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変化対応経営か ら変化創造経営へ

３つ の 進化

収益構造は 、キ ャリア主導か らユーザ ー主導へ

事業ドメイ ンは 、ディス トリビュータ ーか らプロモータ ーへ

7

将来ビジ ョン
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経営理念

変化対応経営か ら変化創造経営へ

変化対応経営

競争ス タ ンス

攻め の 順番

マーケ ットに お け る

役割

ドメイ ンの 環境

受動的 能動的

後手（フォ ロアー） 先手（プロモータ ー）

マーケ ットの 成長に 牽引され る マーケ ットを成長させ る

他人が 作る

市場・ルールで戦う

自分が 戦い 易い

市場・ルールを作る

8

変化創造経営変化創造経営変化創造経営変化創造経営

将来ビジ ョン
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ユーザ ー囲い 込みに よる 垂直統合モデル

Mobile Set Top 
Box

PC Server

E-
Commerce

Service

Contents　

Sales

HIT’S ONEHIT’S ONE

ベンチ ャーキ ャピタ ルに よる

新た な種の 取り込み

新事業新事業

新事業新事業
新事業新事業 新事業新事業

新事業新事業New Service

New Device

J side. 
com

J side. 
com

Hitmail携帯　　
電話
携帯　　
電話

Settlement

Digital

Club

Digital

Club

Mobile　 J Side
Mobile　 J Side

Phonet
Phonet

将来ビジ ョン
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主力事業継続的進化の 歴史

Sales Force

Sales Force

& 

Venture Capital

Business Stage

Time

New Business

Promoter

市外・国際回線市外・国際回線

OA機器の リースOA機器の リース

携帯電話携帯電話

Rental Server ＆ Crayfish Rental Server ＆ Crayfish 

CS Broadcast ＆ Digital ClubCS Broadcast ＆ Digital Club

HIT’S ONE 

& New Economy Companies

HIT’S ONE 

& New Economy Companies

将来ビジ ョン
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光通信の コ ア・コ ンピタ ンス の 確認

営業力か ら企画力へ

Real

Venture

Capital

Joint

Venture

Synergetic

Partner

Promotion

Investment Incubation

Distribution
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